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11
月
26
日
、
大
和
中
央
公
民
館

で
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
講
座
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
出
身

の
ア
ン
・
マ
リ
ー
さ
ん
、
エ
ミ

リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
、
ア
ニ
ー
・

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
さ
ん
を
講
師
と
し

て
招
き
、
同
国
の
３
つ
の
島
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
民
族
衣
装
で
登
場
し
、

同
国
の
多
様
な
言
語
や
、
地
域
ご

と
に
特
色
の
あ
る
料
理
を
紹
介

し
、
参
加
者
は
興
味
津
々
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
島
に
よ
っ
て

文
化
の
違
い
が
あ
り
面
白
か
っ

た
」「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
習

慣
・
文
化
が
歴
史
的
に
理
解
で
き

た
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、真
壁
伝
承
館
で「
モ

ン
ゴ
ル
文
化
紹
介
・
絵
本
読
み
聞

か
せ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
出
身
の

バ
ヤ
ル
バ
ー
ト
ル
・
マ
ル
ガ
ド
さ

ん
（
茨
城
県
留
学
生
親
善
大
使
）、

ト
ゥ
グ
ル
ド
ゥ
ー
ル
・
バ
イ
ル
サ

イ
ハ
ン
さ
ん
（
馬ば

と
う
き
ん

頭
琴
奏
者
）
が

講
師
と
し
て
参
加
。
モ
ン
ゴ
ル
国

の
文
化
紹
介
や
モ
ン
ゴ
ル
民
話
の

読
み
聞
か
せ
、
馬
頭
琴
の
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
マ
ル
ガ
ド
さ

ん
と
、
市
内
で
読
み
聞
か
せ
を
行

う
大
和
ひ
ば
り
の
会
が
協
力
し
て

実
施
。
マ
ル
ガ
ド
さ
ん
が
モ
ン
ゴ

ル
語
、
大
和
ひ
ば
り
の
会
の
皆
さ

ん
が
日
本
語
で
物
語
を
読
み
、
そ

の
内
容
に
合
わ
せ
て
ト
ゥ
グ
ル

ド
ゥ
ー
ル
さ
ん
が
馬
頭
琴
の
演
奏

を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
物
語
と
馬
頭
琴
の
音

色
の
融
合
に
包
ま
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
モ
ン
ゴ
ル
国

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
馬

頭
琴
の
深
い
味
わ
い
の
あ
る
音
色

に
感
動
し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
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友
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1�　モンゴル語でモンゴル
民話の読み聞かせをする
マルガドさん
2�　モンゴル国を代表する
弦楽器の馬頭琴を演奏す
るトゥグルドゥールさん

1�　ビサヤ諸島の食文化を
紹介するエミリーさん（ミ
ンダナオ島出身）
2�　友好交流都市であるバ
コール市について説明す
るアンさん（ルソン島出
身）
3�　歌で自己紹介をするア
ニーさん（ミンダナオ島
出身）


